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　ボードゲームの多様な魅力　

　ゲームと一括りにしてきましたが、ボードゲームには、

・記憶や判断 

・スピードや運 

・言葉やイメージ

　など、さまざまな要素が含まれています。

　さらに、ファンタジーなどの世界観やスリルのある展開などのストーリー性、可

愛らしいアイテムなどのデザイン性も含めて、子どもたちを引き込む多様な魅力が

あることも大きな特徴です。

　クラスの中で遊びに入りにくい子どもにとっても、その子に合ったゲームが見つ

かることで、新たな関わりが生まれることがあります。ボードゲームは単なる遊び

道具ではなく、子ども同士の関係をつなぐ媒介にもなり得ます。

　保育室の一環境としてではなく、その子にとって忘れられない遊び体験を生み出

すためにもゲームの魅力や子どもたちへの導入の仕方をお伝えできればと思います。

2 ボードゲームを
めぐる変化

　子どもたちの中に広がるボードゲーム　

　一昔前までは、ボードゲームと聞いて浮かべるものといえば、「人生ゲーム」や「モ

ノポリー」、「オセロ」などを挙げる方が多かったのではないでしょうか。これらは、

幅広い世代に親しまれる一方で、対象年齢の幅が広く、どの発達段階の子どもに適

しているのかが明確でないものも多く見られます。

　日本では2000年頃から「ボードゲームマーケット」というイベントが始まり、現

在では年間で3万人を集めるほどに成長を遂げました。また、国内のボードゲーム人

口は20万人近くにのぼるとも言われています。しかし、その中で、子どもを対象と

し、発達を丁寧に捉えて作られたゲームは非常に少ないのが現状です。

　本書では、主にドイツのHABA社を中心としたキッズゲームを取り上げ、保育の

現場でどのように活用していくかをお伝えします。HABA社のゲームが保育現場で

広く用いられてきた背景には、子どもの発達を支えるという理念のもと、教育学や

発達心理学の専門家の知見を生かしたゲーム開発が行われてきたことがあります。
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フォトフィッシュ

サイコロで指定された色の魚を、
自分の「水槽ボード」の中から素
早く探し、カメラの枠に収めて「カ
シャッ！」と撮影するゲーム。観
察力や集中力、素早い判断が求め
られます。早く見つけた人ほど長
い魚のタイルをもらえますが、遅
れても達成すればタイルがもらえ
るため、小さな子も最後まで楽し
く参加できます。
※在庫なし（2026年時点）

フロッガーズ　第5章p.124

１から８までの数字カードを、左から順
番に並べていくことを目指すカードゲー
ム。山札から引いたカードが必要な数字
なら交換し、さらに出てきたカードも続
けて入れ替えられるため、うまく連鎖す
ると一気に並びが完成していきます。ラッ
キーフロッグは好きな数字の代わりにな
る便利なジョーカー。「次は何が出るか
な？」という期待感と連鎖の爽快感が楽
しく、ゲームに慣れていない子どもでも
遊びやすい作品です。

矢口先生（保育士）のお話

　普段、園ではボードゲームを常設し
ていて、子どもたちが自由に取って遊べ
るようにしています。時間帯によって出
すこともありますが、基本的には「やりたい時に遊べる」環
境ですね。子どもが自分から始めることもありますし、「これ
一緒にやろう」と友だち同士で誘い合ったり、先生のところ
に持ってきたりもします。大人と遊び始めると、「楽しそう」
と周りの子が集まってくることも多いですね。
　ボードゲームの魅力は、やっぱり誰かと関わりながら遊べ
るところだと思います。3・4・5歳は、友だちと一緒に遊ぶ
ことがぐっと増える時期なので、みんなで楽しめるゲームは
保育にも取り入れやすいんです。遊びの中で、自然とルール
や順番を守ることも身についていきます。
　一方で、年齢差や「一緒に遊ぶのが難しい子」への配慮は
必要なので、大人が間に入ったり、先生と子どもでペアを組
んだり、年長児同士を組み合わせたりしながら進めています。
　最初は大人も一緒にゲームに入りながら進めていますが、
子どもたちだけでも遊びが成立するようになってくると少し距
離を取り、最終的には子どもたち自身がルールを守りながら
友だち同士で楽しく遊べるようになることを目指しています。

矢口先生（保育士）のお話

上のほうに
ないかな？

青と黄色
ないー！

黄色
  みっけ！

赤と緑
  みつけた！

わたし、
一番なんじゃ
ない？

やったぁ！

いえーい！

２番！
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　ルールが守れないときの対応　

　前述のようにゲームに集中しきれずに飽きてしまうことによる離席のほか、順番

やルールが守れない子がいるために楽しく遊ぶことができず、逆に順番やルールを

理解している子のほうがゲームから離れていく場合も多くあります。

　その際は、保育者は審判としてルールを守っている子に対して寄り添う姿勢を取

ると同時に、ルールや順番を守るよう促す必要が出てきます。

　なぜ、ルールを守ることができないのか。いくつかの理由が考えられます。ゲー

ムのレベルに子どもの能力が達しておらず、ルールに対する理解が追いついていな

い。負けることが悔しくて勝つためにズルをしてしまう。前者の場合はゲームのレ

ベルを下げ、後者の場合は遊ぶ相手のレベル（月齢）を下げるなどの配慮が必要に

なってきます。

　ゲームが決まらないときの援助　

　また、ゲームを始めたての子どもによく見られる姿としては、各々が遊びたいゲー

ムを個別に選ぶことはできても、最終的に友だちとどのゲームで一緒に遊ぶかを決

めきることができず、なかなか遊びがスタートしないことがあります。

　まずは「一緒に遊ぶメンバー」を決めるよう促し、それぞれのゲームが何名以上

で遊ぶことが望ましいのか伝えると選択もスムーズになります。全員が希望してい

るゲームで遊ぶための見通しも立てられるようになり、相手を思いやる姿も徐々に

見られるようになります。

　初めてのルール説明 ― 3つの工夫　

　初めて遊ぶゲームのルールを伝える際にもいくつかの留意点があります。

◎ 初めてのルール説明での留意点
① 月齢の高い子を1人はメンバーに入れる（縦割りの場合は年長児）

② ルール説明はできるだけ短く、遊びながらルールを補足していく

③ 可能な限り子どもたちの「もう一回」に寄りそう

　ゲームを進めていく中で、保育者が毎回ルール説明をするというのは、業務上負

担になる場面も出てきます。ルール説明の役割を担える子どもを育てておくことで、

自らが介入できない場面でもスムーズに進行することができるようになります。

　異年齢クラスの場合は年長児にこの役割を任せるとよいでしょう。同年齢の子よ

りも年上の子どもに教えられる方がスッと頭に入りやすいことも多いかと思います。

ルール説明は「3点」に絞る　

　「ルール説明が長く、わかりづらい」ということがゲームから興味関心が離れ、飽

きてしまう1番の原因になります。そして、保育者が負担に感じる1番のポイントか

もしれません。ルールを1から10まで丁寧に説明しようとすると、どこが大事なポイ

ントなのかわかりにくく、頭に入ってこないケースがよくあります。
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　発達の最近接領域を意識してゲームを選ぶ　

　以下の項では、対象年齢が2歳から5歳までの幼児が遊ぶゲームを、手前の発達段

階から順番に紹介していきます。その中で、まずは自分が担当する子がスムーズに

プレイできそうだと思うものから遊んでいきましょう。徐々に段階を上げていきつ

つ、その子の「発達の最近接領域」、すなわち「一人ではできないが、大人が関われ

ばできる」レベルのゲームを探っていきましょう。

　それぞれの解説では、ゲームのルールだけでなく、何がお子さんにとってのその

ゲームでの発達課題になるのか、そして大人がどうやってその課題の達成をサポー

トするのかをまとめてあります。それらを意識して子どもと関わることで、子ども

たちが楽しみながら発達することを手助けできるでしょう。

3 ルールの存在に気づく
「はじめてのゲーム・
フィッシング」

　「最初の1本」に最適なゲーム　

　最初に紹介するのはHABA社の「はじめてのゲーム・フィッシング」です。

　サイコロを振り、出た色と同じ色の魚を、釣り竿の先の磁石で釣り上げます。釣っ

た魚と同じ色のタイルを自分のボードのマスに置いていき、全部のタイルが揃った

ら完成です。

はじめてのゲーム・フィッシング　
第5章p.119, p.130
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第5章　保育に生かすボードゲームガイド  年齢別・目的別おすすめゲーム60選

HABA（ドイツ）
対象年齢：２歳～

HABA（ドイツ）
※取り扱い終了
（2026年時点）
対象年齢：２歳～

Ravensburger（ドイツ）
対象年齢：３歳～

HABA（ドイツ）
対象年齢：２歳～

● 遊び方
サイコロの目と同じ色の魚を釣り上げるゲーム
です。はじめのうちはゲームにこだわらず、釣
り遊びとしても楽しめます。

● 保育のポイント
磁石による感覚刺激で魚釣りという遊びを楽し
みながら、徐々にサイコロを取り入れてルール
に沿った遊びへとつなげていく。

● 遊び方
崩れないように動物の積み木を高く積み上げて
いきます。はじめのうちは、ゲームにこだわら
ず人形遊びとしても楽しめます。

● 保育のポイント
動物の積み木でごっこ遊びや積み上げる遊びを
楽しみながら、徐々にルールに沿った遊びへと
つなげていく。

● 遊び方
自分のコマは存在せず、出た目の色のかたつむり
を進めていくすごろくです。サイコロを振った際
にゴール地点に到着した人の勝利となります。

● 保育のポイント
運の要素が強く、成功体験の機会が得やすいの
でゲームに苦手意識のある子に勧めると良い。

● 遊び方
サイコロの目と同じ色の果物を集めていく協力
ゲームです。カラスが果樹園に侵入するまでに
すべての果物を集めましょう。

● 保育のポイント
色の認識ができているかどうか確認をしながら、
カラスが敵ということが認識できているかどう
か子どもの反応を探る。

はじめてのゲーム・フィッシング

マイファーストゲーム・ぼくに乗る？ テンポかたつむり

はじめてのゲーム・果樹園

（1）保育で楽しみたいボードゲーム

（１）保育で楽しみたいボードゲーム

（２）発達を支えるボードゲーム

1 はじめてのゲーム…はじめてでも
遊びやすいシンプルなゲーム

2 協力型…みんなで協力して目標を
達成するゲーム

3 対戦型…相手と競い合って勝敗を
決めるゲーム

4 スピード型…すばやさや素早い判
断がカギになるゲーム

5 アクション型…体や手を動かして
楽しむゲーム

6 バランス…積む・のせるなど、バラ
ンスが大切なゲーム

7 パズル…ピースを組み合わせて完
成させるゲーム

8 すごろく…サイコロやコマを使って
進めるゲーム

9 メモリー…記憶してそろえるゲーム

10 色合わせ…色や模様、イラストを
合わせるゲーム

11 運…サイコロやカードなど運の要
素が強いゲーム

12 戦略…考えて工夫しながら進める
ゲーム

13 数字の認識…数を数えたり、数字
を理解するゲーム

14 空間認識…形や位置関係を理解す
るゲーム

1 ルールの存在に気づく…遊びの中
でルールがあることに気づく

2 ものの名前がわかる…ゲームに出て
くるものの名前を理解する

3 順番を理解する…順番があること
を理解し、待つことができる

4 ストーリーを理解する…物語の流れ
や登場人物のつながりを理解する

5 勝敗の理解（視覚的）…勝ち・負
けを見た目で理解する

6 勝敗の理解（数量的）…数の多い・
少ないで勝ち負けを理解する

7 見通しを立てる…先のことを考え
て、どうするかを決める

8 他者視点（主観的推量）…相手が
どう思っているかを想像して考える

　本章では、多田先生が保育現場での活用のしやすさを重視して選んだ 44点と、松本先生が発
達支援・療育の視点から選んだ 16点を紹介します。同じゲームでも、ねらいや関わり方によっ
て子どもの育ちは大きく変わります。ぜひ、子どもたちの姿に合わせて活用してください。（な
お、一部のゲームは両者が共通して選定しています。これらは、保育と発達支援・療育の双方
の視点から、その教育的な価値や遊びやすさが高く評価されたゲームです。）
　また、各ゲームの紹介ページにはQRコードを掲載しています。動画で実際に遊ぶ様子を見
ることで遊び方を具体的にイメージでき、より親しみをもって活用していただけます。ぜひ動
画も合わせてご覧ください。

保育にボードゲームを取り入れるためのヒントが満載！
本書の各章をご紹介します

写真や図解が多く、
読みやすい
レイアウト！

遊び方のイメージがつかめる！
QRコードで遊び方動画を視聴できます
ハリガリジュニアの遊び方動画（約45秒）

コラムも充実！
専門家によるコラムが、保育の実践をより深く支えます

ボードゲームとは何か  なぜ今、保育にボードゲームなのか
「なぜ今、保育にボードゲームなのか？」その理由と、
保育に取り入れる意義を解説します。

保育とボードゲーム  現場でどう始め、どう広げるか
保育現場での導入方法から、子どもへの関わり方、保護者との連携まで、
ボードゲーム保育の実践ノウハウを紹介します。

ボードゲームがある保育の風景
写真とエピソードで見る実践
3つの保育現場での実践を、豊富な写真とエピソードで紹介。
ボードゲーム保育の具体的なイメージがつかめます。

発達支援・療育とボードゲーム
一人ひとりの育ちを支える
発達支援・療育の視点から、一人ひとりの発達段階に応じたゲームの選び方や
関わり方を具体的に紹介します。

保育に生かすボードゲームガイド
年齢別・目的別おすすめゲーム60選
保育や発達支援の場面ですぐに活用できる、おすすめボードゲーム60選を厳選して紹介します。

ボードゲームは、
小さな社会を体験する遊びです

子どもが何度でも挑戦できる
─それがボードゲームの魅力です

コミュニケーションは、
ゲームの中で自然に育っていきます

丸田康司氏
（株式会社すごろくや代表取締役）

畑直樹氏
（子どものためのボードゲーム輸入代理店Kleeblatt代
表、ゲームデザイナー）

寺田奈々氏
（「ことばの相談室ことり」主宰、言語聴覚士）
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